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はじめに

今個 の学習指導要領改訂 ･(平成10年1.2月告示)

において,音楽科では鑑潜共通教材に関する記

述が削除され,鑑貧の内容と教材選択の観点の

みの記述となったO鑑欝共通教材の廃止は,敬

師の教材選択の幅を広げ,柔軟で創意工夫のあ

る鑑賞指導を展開する可能性が広がることにな

る｡聯･聾すべき改革といってよい｡

いわば教師の由立数量の拡大といった方向性

紘.,一方で教師の音楽鑑澱指導の動塵が大きく

闘われることにもなる｡子どもたちをとりまく

音楽環境の変化を視野に入れた瀞楽鑑懲指瓢の

あり方についてのすぐれた知見と.そのための

豊富な教材のレバーLト1')1-と相称法が要求され

ることになる｡21健紀を迎え,密集鑑灘指導は

新たなステージを迎えていると捉えることがで

きる｡

本稿は,今後の骨楽鑑激指導を展望する前操

的視点として,鑑灘共通数材の廃止の背灘とそ

の億味について-嵐 の整理を就みるものであるO

さらにそれらをふまえ,.今後の音楽鑑薯指導の

あり方についても言及することにした｡

GIMAAyako

その意味の低下

鑑覚共通教材がはじめて設定されたのが,昭

和3.3年の学習指導箪領改訂である｡以来,鑑賞

共通教材は,小学校では各学年ごと額間3L=軸設

定されてきた｡次に示すのは.小学校学習指導

要領で扱うように記された,各学車ごとの鑑食

教材の数である｡

打8曲以上｣(昭和33輝改訂 ･昭和43年改訂)

｢6曲蘭鹿｣(昭和52解改訂 HvWJ就元年改訂)･
昭和52年改訂以降は..報間で扱う鑑沸教材の

およそ半分が廿鑑倣典通教材である｡鑑償共通

教材は.戦後の管楽鑑倣教材を大きく規恋しで

きたのである｡

では.搬後の鑑澱弗過敏樹は.,どのよう･な薗

楽仲晶で構成されてきたのかO

図mは,小単機の鑑倣共通散財を西洋と日本

のジャンルに倒 れ その変遷をグラフにし.たも

のである｡

時代の変遷とともに,.日本の智 東の剖倉が増

えているものの,西陣のクラシック瀞楽の鶴崎

に入る瀞楽作品が圧倒的に多いO鮮度の塵複の

ち33曲が西洋の作曲家の作品である｡じつに払7
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図 1:

%になる｡西洋の鑑衝共通教材を作曲家の年代

で時代区分すると,次のようになる｡

図 2

西洋瀞楽のなかでは.機能和声を追求した宙

典豆乳 Wマン派に属する作曲の作品が,.約8割

背蜘 こした19億紀ロマン派に輿中しているO茂

木-衛のいう ｢シリアスな音楽観｣を背紫にし

た数斬曲の選択である｡i)

シリアスな音楽観は,西洋音楽の中から,い

わゆる名曲の選択を尊くことになる｡ 巻末の鑑

賞共通教材一覧をみると明らかなように･,鑑賞

共通散財のほとんどは,よく知られたいわゆる

名曲からチビもたちに親しみやすい作品をセレ

クトしたものであるo

こういった教材選択とその指定は,戦後の音

楽教育の中では一定の意味があった凸

昭和33年改訂の小学校学習指導要領音楽編に

は,次のように記されているr.

｢レコードによる鑑賞轟尊においては,優秀

な演奏家によって演蒸されたすぐれた作品を.

美しい薯賓で開かせることが最もたいせつなこ

とである｣

｢鑑薯教材などと関連して,そのつど日本お

よび外国の名高い件曲家や演奏家についての逸

語などを聞かせ,親 しみをもたせるように指導

することが望ましい｣(下線聾者)

ここでいうすぐれた作品は,.西洋クラシック

を中心とした古今の名曲及び名演奏家の演奏で

ある｡ ≪第9交響曲から合唱の部》 ･(スケーター

ズワルツ≫ 】≪軍隊行進曲≫ ≪タンホイザー行進

曲》--｡いわゆる名曲と呼ばれる作品である｡

また一方,名高い作曲家とは,具体的には,ベー

トーベン,モーツアル ト,シュ-ベルトなどで

ある｡

言うまでもなく,鑑賞共通教材がはじめて指

定された昭和33年当時は.まだまだ田本が豊か

とは言えない時代であった｡学校外からの音楽

情報はかラジオなどごく限られたものであったO

普楽文化の発信基地として,学校の音楽の授業

は貴重な情報源であった｡たしかに鑑賓共通教

材の指定は,より多 くの名曲にチビもたちが触

れることができるようにといった音楽文化の伝

達という面では.学校の音楽教育の役割は重要

な役割を果たしたということができる｡･とりわ

汁,音楽のソフ恥とハー ドが普及していなかっ

た昭和30-40年代においては,.その役割は少な

く.なかった｡

また一方で..鑑賞共通教材の設定は,学校の

藩楽環境の整備と連動 していた｡音楽ソフトや

ハー ドが高価で貴重であった時代にあっては.

鑑賞共通教材の指定は,その充実を促す強力な

論拠七なったO学校の音楽環境の整備を促進す

る上でも,鑑賞共通教材の指定は大きな役割を

果たしたのである｡

だが,後に鼠明するように,子どもたちをと

りまく音楽環境の変化は,学枚が果たしてきた

嘗勢鑑裳の役割を相対的に低下させている｡

さらに,今日の学校の音楽環境は,昭和3(輝

代と比較すると隔健の感があるのは改めて説明

するまでもない｡どこの学校にもオーディオ装

置が完備きれ 鑑賞CDを聴 くことができる｡

ビデオのソフトとハー ドも充実 している状況に

あるO学校の音楽環境の充実を促す面での鑑賓

共通教材の存在意義は,すでに効力を失って久

しい｡
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2.子どもたちをとりまく藩楽環境の変
化

一方,音楽環境が変わったのは学校だけでは

ない｡子ともたちをとりまく音楽環境も.はじ

めて鑑賞共通教材が指定された昭和30年代と比

較すると大きく変わっている｡

以下に示するのは,津臼が小学校の高学年を

対象に実施 した音楽環境についての簡単なアン

ケー ト調査の一部である｡(東京都の中心部の

某国立大学附属小学校 5･･6年生 151名.1997

年 3月実施)2)

(i) CDやビデオ,カセットテープなどで音
楽を聴 く頻度

ほとんど聴か
ない
18% 毎日

33%

週に1回
1.6%

週に2-3日

(2) CDの借用における図番館利周

(3) ･CDレンタル店の利用

(4) 音楽ソフトの平均所有数

C○シンケんカセ.Jトサ-プ･COTルパムJJtのビデオテープ i i t l 0

9.1

圭 tl l8.6

▲

け1
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(5) 自分用の機器

(6) 家庭ににある楽器一

(7) 学校外でのせ楽の習いごと

習ったことは
ない

17% 現在習ってい
る
48%

留っていた
が､今はやめ
ている
35%

(8) 習っでいる (いた)もの

71ヽ

.%5吉 日 F
- I

9%
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(9)音楽でのパソコンの利用

細 認諾力

対象となった子どもたちの場合,CDやビデ
れ カセットテープなどで音楽を ｢毎日｣ r週

に2-3日｣聴くの回答が66%になる｡傭人で

CDシンダ]iiやアルバム,カセットテープやビ
デオテープを教本所有L.ているというのが,対

顔鳶なった骨どもたちの平均的な姿であるO-I

乳 ハードの面では.およそ58%の予どもが,

自分のCDラジカセを所有しているO ステレオ

竜･3トやYT訳を所有している子どもの割合も,

十数パーセントになる｡

また,図書館で･CDを借りるという音楽行動
をとる子どもは28%,CDレンタル店を利用す
る子どもは41%である｡図書館やレンタル店を

利周し,自分の好きな音楽を選択して聴いたり

する子どもたちも少なくないことがわかる｡ 子

どもたちにとって,自分の好きな音楽を選んで

聴くというのはほぼ日常となっている｡ 自分の

意志で,さまざまな音楽を取捨選択して聴くこ

とのできる環境にある｡

音楽に関する習いごとでは,｢現在も習って

いる｣｢習っていたが,今はやめている｣の回
答が83%になる｡ 音楽に関する習いごとを経験

している (いた)子どもは,8割以上になる｡

とりわけ習いごとの経験で多いのが鍵盤楽器で

ある｡｢ピアノ｣と ｢エレクトーン｣の経験者
は.76%になる｡家庭にピアノがある子どもは

74%-キーボー ドがある子どもは30%,ギター

も23%である｡ その気になれば,難なく楽器に

触れられる環境にある子どもも多いO

音楽的能力の指･標のひとつとなる読譜力では

｢楽譜を読める｣｢だいたい読める｣の回答が79
%.｢少 しなら読める｣の子 どもを加えると95

%になる｡あ くまでも子どもの主観によるデー

タではあるが手そのことを差 し引いても,対象

とした子ともたちの場合,読譜力はかなり高いO

津田は,当時,射-象としたチビもたちを指導し

ていた0 6年時の合奏では,ij71本節き(.群馬県

民謡/吉田覚編曲)3㌦i｢天国と地象｣序曲〉
(オッフェンバ ック作曲/奥田政夫編 曲)りす

(剣の発音 (ハチャ トゥリアン作曲/奥田政夫

編曲)5㌧ 〈もののけ姫き (久石譲作曲/小島

里美編曲PIの合奏に取 り組んだが,読語で大

きな困難を感 じている子どもは少数であったO

音楽の授業で舷,とりたでて読話についての指

導を扱わなかったことをふまえると,読話に代

表される子どもの音楽的能力の獲得には,鍵盤

楽器を中心にした学校外での学習経験が大きく

影響を与えていたと考えることができる.｡

もっともこの数.億は,あくまでも寒心部の特

定の地域の限定された子どもを対象にしたもの

である｡国立の野尻ホ学校という性格から,チ

どもの教育に理解があり.経済的に余裕のある

家庭の子どもが多いことは容易に推測できる｡

ピアノに代表される音楽の習いごとの経験は.

親の教育への関心や経済的な事情とも関連する｡

また,図書館やレンタル店の利用は.その地域

の環境にも大きく影響される｡音楽ソフトやハー

ドの所有は家庭環境からの影響も大きい｡

この点をふまえつつも,少なくとも首都圏の

子どもたちは,対象とした子どもたちほどでは

ないにしろ,かなり恵まれた音楽環境にあると

考えて,大きく違っていないはずである｡

また,音楽でパソコンを使用したことのある

子どもは44%,さらに21%の子どもは,個人で

パソコンを所有 しているというデータが出てい

るO音楽の基礎的能力の面では,今後,コンピュー

タがかなり補ってくれるようになるだろ･う｡

さらに,図書館のAVコーナー,地域のコン
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サー ト.学校での音楽鑑賞教室･･･- ･- ･｡ 名

曲にふれる機会はいくらでもある状況になって

きているO

子どもたちの学習機会の多様化などに伴い,

音楽表現の基礎的能力や作曲家の名前や著名な

音楽作品といった知識の習得の商では,音楽授

業の役割は相対的に低 くなっていきつつあるこ

とも,多 くの学校にあてはまるはずである｡

こうしてみると.学校や子どもたちをとりま

く音楽環境の充実と連動し,より多くの名曲に

子どもたちを触れさせるという音楽文化の伝達

という面では.鑑賓共通教材は一定の使命を終

えたと考えることができる｡

3.子 ども主体の教育と鑑賞共通教材指

定をめぐる矛盾関係の解消

新学力観の提唱を契機に,音楽科においでも,

チビも主体の教育が強調されるようになった｡

教師主導型から子ども主体型-の指導観の転換,

子どもの自主性の尊重,子どもの思い願いを生

かすといった子ども主体の方向は.tこれまでの

能力観の見直しをせまるものでもあった｡新し

い学力観で期待する力について,小原光一は次

のように言う｡

｢新しい学力観に立つとき,これからの教育

は子供たちが自ら考え.主体的に判断し,自信

をもって由分の考えを主張したり.行動に表し

たりすることのできる能力を育てることを,常

に学習の基本に据えて指導を進めていくことに

なる. そのことにより,一人一人が身につけた

能力が,その後の人間生活の中で輿に生きて働

く力として機能していくことになると期待する

からである｣-)

新学力観の提唱は,音楽の知乱技能という実

質的能力ではなく,矛どもの主体性や思考,判

断といった形式的能力の育成を目指す方向への

転換を促 したものであった｡文部省の金本正武

はサこういった視点を音楽鑑賞指導に引きつけ

て.次のよう】に説明しているO

｢今回の改善では,子供たちが様々な音楽に

楽しくかかわり,創意工夫を生かしながら楽し

い音楽活動を展開できるようにすることを目指

す観点から#楽曲の選択幅を広げるとともに,

子供たちや教師が学習内容にふさわしい楽曲を

自ら選んで学習を進めることを重視 してい

る｣8)

こう･した子ども主体の教育の方向に対し.文

部省が鑑覚共通教材という名のもとに,一方的

に鑑賞教材を指定し,それを教師が教え子ども

が学ぶという方向は,明らかになじむものでは

ない｡すなわち,子ども主体の教育をすすめる

というB的と,鑑賞共通教材の指定という方法

は,矛盾関係にあるからである｡

全国画一に,音楽文化としてのいわゆる名曲

から代表的なものをとりあげ,その作品を解釈

し,手だてを工夫しながらその作品のよさを味

わせる｡これが,鑑賞共通教材を前提にした伝

統的な音楽鑑貨指導である｡こうした伝統的な

音楽鑑賞指導は.全面的ではないにしろ,一定

の役割を終えたと考えざるを得ない｡鑑賞共通

教材廃止は,音楽鑑賞指導をめぐる目的と方法

の矛盾を解消し,子ども主体の教育を進めるた

めの条件整備でもある｡

4.音楽鑑賞指導の展望
こうしてみると,鑑賞共通教材の廃止は.普

楽鑑fr指導のあり方がひとつの転換期にあるこ

との反映であると掘えることができる｡しかし.

こういった状況であるにもかかわらず.学校で

の管楽鑑賞指導は,批後大きく変わっていると

はいいがたい｡概 して,社会の変化に対 し,学

校数帝の変化はじつにゆるやかである｡ 群衆鑑

'ri'指呼についで習えば.チビもたちをとりまく

管楽環境の変化という視点が遠軽本的に欠紡して

いるのである｡

では,こうした変化を.S､まえ.学収における

音楽鑑珊指埠をどのように屈側していったちょ

いのだろうか｡ここでは,2点について述べる

ことにしたい｡

4.1 ｢出力｣をキーワ･-ドにした普楽経常

指導の展開

ひとつは.｢出力｣をキーワー ドにして藩楽

鑑賞指導を考えてみることである.
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これまで田本の教蘭は,明治以来,教師が意

図的に知瓶や技能を入力するという形で連綿と

展開されてきた｡ こうしたあり方の問題につい

て,.小西正雄の文言は示唆的である0,A個 は:｢-
-釘入れる損 銅 ､tりで F出す』ことには価値を
見いださなかったo入力したものが F生きるか

けば何とかなるだろう』という安易な前提- -

のもとに,ひたすらその与え方の研究に遇進し

てきたのであった｣97と指摘するO

これは音楽濫発指導についてもあてはまるの

ではないだろうか｡とにかく名曲を鑑賞させて

おけばいいことがあるだろうという前提で,チ

ども.たちにさまざまな鑑賞曲を入力させてきた

ものの,それを出力させることに日を向けると

いう視点はほとんど見られなかった｡また,先

に述べたように,教育の方向は,子どもたちに

たくさんの如拙を入力するよりも,形式的能力

や価値判断能力を育成するように方向転換され

てきている｡藩楽鑑賞でいえば.いわゆる音楽

で生酒を愚かにすることを学んだり.,音楽ソフ

トの検索の方法を学んだりといったことになる

がV こういったことは普楽鑑賞の授業ではほと

んど扱われてこなかった｡

小西は.r･･-入れるばかり｣と指摘する従
来の授業を ｢入力型授業観｣ と呼び.それを

｢出力型授業観｣に転換することを主張 してい

る｡授業を ｢子どもに何かを身につけさせる場｣

として組織するというのではなく,｢子どもが

もっている何かを出させる場｣として租級 し,

子どもたちの認執を高めていくという方向へと.

嫁菜観織の･<構え>を転換していくという主張

である｡18)

小西の主張の背景には.｢学校のもつ教育機

能の相対的低下｣という認瓢がある｡学校.の理

科の･授業とはカネのかけかたが違うテレビ番組,

社会教育施設の充実,学校の先生より幅の広い

知識をもち教え方がうまいと評価される塾に価

値を見いだすチビもたち,といった状況であ

るolu音楽鑑賞の面でも,チビもたちをとりま

く音楽環鞄の変化は.単に音楽文化の伝達とい

う意味での音楽授業の相対的な役割を低下させ

ている｡

こういったことをふまえるとき,子どもたち

に知織や技能を出力させ,その過程で,形式的

能力や価値判断能力といっ･た生きて働 く知瓢や

能力を身につけさせるといういわゆる出力型の

採集は,音楽鑑賞の授業においても大きな意味

をもつと考えることができるO さらにいえば,

こういった授業は,まさに学校教育において可

能なものである｡

こうしたあ り方を構想する際,提案する社会

科論を基盤とした出力型の事例から得るものが

大きい.｡12)出力型の授業を具体的な授菜 レベル

でみた場合,次の点に特徴がある｡

･子どもたちに提案させているO

I(提案をめぐって)意見の繰 り合いがあるO

･特定の正解がないO

こういった特徴が,子どもが活発に動 く授業

に作用していると考えられる｡こうした観点か

ら,津田は具体的にいくつかの授業のアイデア

やプランを1開発 してきた.その概要の一部を紹

介する｡

[ウナナ-音楽の魅力を伝えよう】&3)

グループごとに.沖縄のことをほとんど知ら

ない人に,ウチナ- (沖縄)音楽の魅力を伝え

る3曲選択させ,提案させる｡

グループごとに提案の理由を説明する｡

選曲結果とその理由をもとに,自由に意見を

交流させる｡

意見をもとに,音楽を鑑償するO

(後略)

(学校生活のBGMをコーディネイトしよう】")

朝の音楽.朝会の退場,業問休み.,稔退校- o

学校では,BGMとしてさまざまな場面で音楽

が活用されている｡ 日常の学校生活を彩るBG

.Mを2ケ月程度のローテーションで高学年のチ

ビもたちに決めさせる｡

(卒業式の音楽を探そう】 七色)

卒業式の入退場の音楽を,毎分たちで探す｡

くわし(ほ拙稿を参照 していただきたいが.

｢出力｣をキーワー ドにすると,子 どもたちが
自らの価値判断を伴って提案する新 しい音楽鑑

賓指導が見えてくる｡
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ふたつには,地域と連携し,学校外の^材を

活用した音楽鑑賞活動を展開しようとする方向

であるO 学校外教育の充実 (盟,博物館.テレ

ど,スポーツ施設--日日)は,学校のもつ教

育機能の相対的低下を導き,特に都市部の地域

では,学校こそが唯一の教育の場である,といっ

た認識は過去のものとなっている.その一方で,

今後の教育の方向として,】開かれた学校,学校

と地域社会の連携が強調されている｡

先に教養主義に支えられた伝統的な音楽鑑賞

指導は,全面的ではないにしろ,一定の役割を

終えたと指摘した｡だが文化遺産の伝達は,学

校教育の基本的な役割でもある｡ やはりミニマ

ムな教養としての音楽鑑賞を一定保障するとい

う視点も無視できない｡

こうした役割は,地域や学校での音楽鑑賞会

やワークショップなどで.学収,地域社会との

連携の止に展開する方が,音楽授業の･なかでの

鑑賞よりも数段効果的であろう｡教室の中で,

演奏場面を見せたり,カードを使って視覚に訴

えた りするのとはインパクトが違うはずである｡

学校にゲス トを呼んだり,あるいは子どもた

行うための条件整備は整いつつ･ある.Oたとえば,.

21世紀の学校像を提言 した中央教育審議会の

答申では.,次のように記されている｡nn

r･-･学校外の社会人の指導力を,学収教育
の場に欄極的に括用することを投首したい｡幅

広い経験を持ち,優れた知繊 ･技術を持つ社会

^を活朋することは.学校数蘭内容を多様なも

のとする･･----実技指導の充実を図る上で

有効と考えられる｣
｢これからの学校教育においては,単に学校

だけを教育の場と考えるのではなく,

社会教育施設,蘭少年教育施設,.文化施設..ス

ポーツ施設などの公共施設や企某等の期間との

連携を欄極的に図り,教育の場を広く考えて教

育活動を展開しでいくことが必要である｣

｢学収外の社会人の活用｣や ｢関係機関との

連携｣を提言した説明である｡

こういった提言を具体的に展開する取り組み

は†各地ではじまっている｡

東京都では,音楽家ユニオン.普楽文化創造,

東京と教育委展会が開いたフォーラムがきっか

けとなって,オーケストラ関係者と現場の音楽

教師が改善策などを協議する組織 ｢仮称 Fオー

ケストラ鑑賞教室ネットワーク』が発足したom

型にはまりワンパターンになりがちな小中学校

の音楽鑑償教室を見直すためのものである｡

また,町の総合文化センター ｢シュガーホー

ル｣を拠点に.さまざまな文化事業を展開する
沖縄県佐敷町では,ホールが招く県内外 .海外

の一流アーティストを,特別講師として町内の

学硬に派遣している｡その形態は,ステージか

ら大人数のチビもたちを相手にする一般的な音

楽鑑賞教室とは違い,学級または学報単位の小

親模で,アーティス トと対時できる<膝突き合

わせ授業>とし,合わせてアーティストの体験

談,出身国の事情なども知る社会学習 ･国際学

習を兼ねたものである.18)音楽室でCDを聴か

せるよりも,はるかに有意味な場となるのは首

うまでもない｡制目すべき取り組みである｡

こうしてみると,地域とりわけ地域の教育行

政とリンクL,.学校外の人材を活用した音楽鑑

賞活動のあり方は.今後.大きな可能性と重要

な意味をもつと私たちは考えている｡

あわりに

この十年来,チビもたちをとりまく骨東研境

や学校数膏が大きく変化してきている｡ だが,

その変化に管楽の授堆,とりわけ骨躯鑑瓢指導

は十分に追いついてはいない｡鑑JEi'典油教材の

廃止は.こういった庇を考えるよい契機になる

のではないか--0

本稿をまとめたのは.土肥の関脇悪軌が背離

にあり,こういった点について,現時点で一定

たD

歴BJ!をすすめるなかで.次の理についての研

究をすすめる必梁性を認撒することになったo

･戦後の鑑瓢共通教材の変適について1 ジャ

ンル,時代区分サ演舞形態など多様な視点

から詳細な分析

-91-



¥ƒ` ƒr‚à‚ð‚Æ ‚è‚Ü‚­••ŠyŠÂ‹« ‚É‚Â‚¢‚Ä,ˆê”Ê

‰»‚É‚½‚¦ ‚¤‚éƒf•[ƒ ‚̂ÌŽû•W ‚Æ•ª•Í

¥Šw•Z‹³ˆç ‚È ‚ç‚Å ‚Í‚Ì‰¹ŠyŠÓ•Ü“¼“±‚Ì ‚  ‚è•û

‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì“K‚· ‚¶‚Ì’ñ‹N ‚Æ‚»‚Ì‹ï‘Ì‰»

¥Šw•ZŠO‚Ì•l•Þ ‚ðŠˆ—p ‚µ‚½Šw•Z‰¹ŠyŠˆ“®‚Ì•û

•ô ‚Æ‰Â”\•«

‚±‚¤ ‚µ‚½“_‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì•lŽ@‚ð•¡Œã ‚Ì‰Û‘è ‚Æ‚µ

‚½‚¢¡

•t‹L :–{•e‚Í,“ñ•l‚Ì‹c˜_ ‚ð‚Ó ‚Ü‚¦‚Ä’Ã“c‚ª

Ž·•M ‚ð¥•s ‚Á‚½.•¶”ï ‚Í’Ã “c‚É‚ ‚é .

–ÐŽå

—ç)–Î–Ø‚ÍŽŸ‚Ì ‚æ‚¤‚É•q‚× ‚é .¢1 Œv•¢‹I ƒhƒCƒc ¥¥

ƒ•ƒ}ƒ“”h‚Ì‰¹ŠyŠÏ‚Í•[••‚Å•^–Ê–Ú‚È‚à‚Ì‚¾‚Á

‚½o‚»‚Ì‰e‹¿—Í‚Í”ñ•í ‚É‘å ‚«‚­,‚»‚Ì‚½‚ß

‚É‰ä•X‚Í•ø¥•p‰¹Šy ‚É‘Î ‚µ.Šî–{“I ‚ÉƒVƒŠƒA

ƒX‚È‚à‚Ì ‚Æ‚¢ ‚¤•æ“üŠÏ ‚ðŽ• ‚Á‚Ä ‚µ‚Ü‚Á‚Ä‚¢

‚é¡-I-I(’†—ª )- ¥- ¥¥•] —ˆ ‚Ì “ú–{ ‚Ì

ŠÇŠy‹³ˆç‚É‚¨ ‚¯‚é‰¹ŠyŠÏ ‚Í.•¼—m‰¹Šy‚Ì‹³

•Þ‚âŒ´—•‚Ì ’†‚É‚¨‚¢‚Ä ‚³‚¦ ,19 •¢‹IŠ´•î ”ü

Šw’†•S‚Ì‚» ‚ê‚ÉŽx”z ‚³‚ê.‘¼‚ÌŽž‘ã ‚Ì‰¹Šy

‚É‚Â‚¢‚Ä ‚à. 19 •¢‹I‚Ì ‰¹ŠyŠÏ ‚ðŠî•€ ‚É‰ðŽß

‚â•] ’ÏrJ. ‹³ˆç‚ª‚È ‚³‚ê‚Ä ‚«‚½£ (–Î–Ø-•h

¢•â‘ÎŽ‹ ‚© ‚ç‘Š•DŽ‹‚Ö -•¼—m‰¹ Šy‹³’ª ‚ÌŒ©

’× ‚µ- £r ‰¹Šy‹³ ˆçŠw J ‘æ25-4 •Ê•û , 1¥995
”N,101-102 •Å)

2 )Œ‡•È 8 –¼‚ð•œ ‚­151 –¼‚É, ‘I‘ð ‹L•q Ž® ‚Ì ƒA

ƒ“ƒP•[ ƒg’²•¸ ‚ð•s ‚Á‚½Œ‹‰Ê‚Å‚  ‚é¡•®,•”

•ª“I ‚É–³‰ñ“š ‚Æ‚¢ ‚¤‰ñ“š ‚Ì•s”õ‚ª•­ ‚È‚© ‚ç

‚¸‚ ‚Á‚½¡‚»‚Ì•ê•‡ ,(5),(6),(8),(9) ‚Ì•€

‹•=‚Ü–³‰ñ“š‚Ì•l•” ‚ðŠÜ ‚ß‚½‘• •” ( 151 –¼ )

‚Å,‚»‚Ì‘¼‚Ì•€ “é ‚Ü–³‰ñ“š‚Ì•l•” ‚ð•œ‚¢‚½

•l•”‚ÅŽZ•o ‚µ‚½¡

3) r‰¹Šy¥6 j ‹³ˆç•o”Å,•½•¬ 8 ”N“x—p‹³‰È Œ[ .

30-33 •Å

4 )‰œ“c•­•v•Ò’˜ r‚½‚Ì ‚µ‚¢ŠíŠy•‡‘t ‹È•W 16•x
‹³ˆçŒ¤‹†ŽÐ. 47-¥63 •Å

5 )“¯‘O , 1”•• 1̀67 •Å

6 )ƒ~ƒ…•[ƒWƒbƒNƒGƒC ƒg, ƒhƒŒƒ~77ŠíŠySK

289
7 )‹à–{•³•• ¥•¬Œ´Œõˆê•Ò’˜ r•V ‚µ‚¢Šw—ÍŠÏ ‚É

—§‚ÂŽö‹Æ“W ŠJ‚Ìƒ|ƒCƒ“ ƒg •ŒƒgŠwŒñ‰¹Šy‰È•x

“Œ—mŠÙ •o”Å ,1994 ”N, 21 •ÅŽQ•Æ¡

18)‹à–{•³•• ¢•¬Šw•ZŠw•KŽw“±—v—Ì‚ÌŽï Ž|‚ð“Ç

‚ÝŽæ ‚é (‹ã ).£ ‰¹ŠyŠÓ•Ü ‹³ ˆç •U ‹»‰ï F‰¹Šy

ŠÓ•Ü‹³ˆç•xNo.375,1999 ”N12 ŒŽ, l o•í

9 )•¬•¼•³—Y F•Á ‚¦ ‚éŽö‹ÆŽc ‚éŽö‹Æ•x–¾Ž¡•}•‘,

1997 ”N , 94 •Å

10) ¥“¯‘O, 56 •Å

ll) “¯‘O , ¢ ‡T•Í ‹³ ˆç‰h ‚¦‚ÄŠw•Z–Å‚Ô ?£ŽQ•Æ¡

12) •¬•¼•³—Y•Ò’˜ ‚Ì ’˜•‘ ‚ðŽQ•Æ ¡ F’ñ ˆÄ ‚· ‚éŽÐ

‰ï‰È•x (–¾Ž¡ •}”Ô , 1994 ”N ), F¢ŽöˆÄ‚· ‚éŽÐ

‰ï‰È£ ‚ÌŽö ‹Æ•x 1-3 , (–¾Ž¡ •}•‘ , 1994
”N.rA994 ”N, 1995 ”N ),•w–¢—ˆŽu Œü‚ÌŽÐ‰ï‰È

Žö‹Æ‚Ã ‚­ ‚è •x (,1997 ”N )“Œ‹ž•‘•Ð, ‚È ‚Ç

13) ”ª–Ø•³ ˆê ¥‹g “c•F F‰¹Šy ‚Ì ¢‘• •‡“IŠw•K £
‚ÌŽö‹Æ ƒvƒ‰ƒ“jŠwŽ– •o”Å , 199¥9 ”N. 54-58
•Å,ŽQ•Æ¡

14) ”ª–Ø•³ˆê•Ò rŽq ‚Ç‚à‚ª ƒm ƒb‚Ä ‚­‚é‰¹ŠyŠÓ•Ü

‚ÌŽö‹Æ•xŠwŽ– •o”Å , 2000 ”N , 29-3 3•ÅŽQ•Æ

15) “¯‘O, 31-33 •Å,ŽQ•Æ

16) ¢’†‰›‹³ ˆç•R‹c‰ï ‘æˆêŽŸ“š •\ £( ¢’†‹³•R ‚Ì

21 •¢‹IŠw•Z‘œ ‚ð“Ç ‚Þ £FŒ» ‘ã ‹³ ˆç‰È Šwj19

•‘ , 105 •Å•ŠŽû )

17) Œ»‘ã‹³ ˆç•V •·ŽÐ ¢‰¹Šyƒjƒ…•[ƒX ‹³ ˆç–â‘è

¥0002 ¥( 1999. l l.12)£
http://www.gendai-edu.com/)

18) •Â•­”NŒ|•p ’c‘Ì ˆç•¬Ž–‹Æ ¢ƒVƒ…ƒK•[ƒz•[ƒ‹

Žq ‚Ç‚à•¶ƒC“ø‹³ ˆçŽx‰‡ ƒVƒXƒeƒ€£ ‚ÌˆêŠÂ ‚Æ ‚µ

‚ÄŽÀŽ{ ‚µ‚Ä ‚¢ ‚é ¢ŠÓŠo‹³ ˆçŽx‰‡Ž–‹Æ£‚Å‚ 

‚é ¡

- 9.2-




